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鑑
賞
会
に

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔
」

つ
い
て

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
で
は、
そ
の
事
業
の
一
部
と
し

て
歴
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
豊
か
な
映
画
を
鑑
裳
し
研
究
す

る
こ
と
と
な
り、
さ
き
に
第一
回
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト」
（
独、

一
九
二
四
年）
第
二
回
「
ri
ァ
リ
エ
テ」
（
独、
一
九
二
五
年）

の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
し
た
が、

l

今
回
は
引
き
続
き
第一＿一
回
と

し
て、
多
少
方
向
を
変
え
て
フ
ラ
シ
ス
の
も
の
に
し、
四
月
に

逝
去
し
た
エ
プ
ス
タ
ン
追
悼
の
意
味
も
含
め
て
「
ア
ヅ
ジ
ャ
ー

家
の
末
裔」
を
と
り
上
げ
る
こ
と)
に
し
ま
し
た。

「
ア
ッ
ジ
ャ
ー
家
の
末
裔」
は、．一
九
二
八
年
（
昭
和一一一
年）

フ
ラ
ン
ス
の
エ
プ
ス
ク
ン
・
フ
ィ←ル
ム
で
製
作
さ
れ
た
も
の

で、
サ
イ
レ
ン
ト
末
期
の
傑
作
で
+°
我
が
国
で
は、
「
九
二

九
年
七
月
八
日
か
ら
新
宿
武
蔵
野
館、
浅
草
東
京
館
で
封
切
さ

れ、
そ
の
異
常
な
映
画
感
覚
は、
高
級
な
フ
ァ
ン
に、
セ
ン
セ

イ
ジ
ョ
ナ
ル
な
反
孵
を
呼
び
ま
し
た。

ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔

菩
巻

一
九
二
八
年
度
仏
ジ
ャ
ン
・
エ。フ
ス
ク
ン
映
画

ー
ス
タ
ッ
フ

ー

原
作：・・・・
エ
ド
ガ
ア
・
ア
ラ
ビ・
ボ
オ

脚
色・
監
督：
ジ
ャ
ン
・
エ。フ
ス
ク
ン
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（
上
映
の
フ
ィ
ル
ム
は
映
画
芸
術
保
存
会
所
蔵
の
も
の）

当
時
の
キ
ネ
マ
旬
報
第一――――
芳
号
(

I

九
ニ
カ
年――一
月
ニ
―

日
号）
は、
こ
の
映
画
の
紹
介
文
を
載
せ、

'

y

●
筋
ー
ー
不
気
味
な
燐
光
と、
妖
気
の
様
な
窃
と、
じ
め
じ

め
と
し
た
人
気
の
絶
え
た
沼
池
と、
ア
ッ
ジ
ャ
ー
の
館
は
そ
の

中
に
I

つ
販
り
残
さ
れ
た
様
に
立
つ
て
ゐ
た。
そ
の
荒
れ
果
て

た
姿
は
な
に
か
し
ら
人
を
憂
鬱
に
す
る
の
で
あ
っ
た。
館
の
中

で
は
ア
ゾ
ジ
ャ
ー
の
最
後
の
血
を
つ
ぐ
当
主
ロ
デ
リ
ッ
ク
が
妻

の
マ
ド
ゥ
リ
ー
ヌ
を
モ
デ
ル
と
し
て
毎
日
そ
の
肖
像
を
描
い
て

ゐ
た
9

妻
の
肖
像
を
描
く
と
い
ふ
の
は
ア
ッ
ジ
ャ
ー
の
代
々
の

慣
は
し
で
あ
っ
た。
そ
の
肖
像
が
生
の
姿
を
得
れ
ば
得
る
程、

そ
の
描
か
れ
る
人
物
は
衰
弱
し
て
行
く
の
で
あ
る。
或
る
日、

そ
れ
は
秋
の
夕
ぐ
れ
で
あ
っ
た。
ロ
デ
リ
ッ
ク
を
訪
ね
て
友
人

が
こ
の
館
に
来
た。
久
方
ぶ
り
で
こ
の
館
に
笑
声
が
起
っ
た。

が、
そ
れ
も
束
の
間
で
再
び
ロ
デ
リ
ッ
ク
に
画
縦
を
手
に
す
る

徊
動
が
来
た。
そ
し
て
肖
像
が
愈
々
生
の
輝
き
を
増
し
て
来
た

時、
要
マ
ド
ゥ
リ
ー
ヌ
の
命
の
緒
は
絶
え
た。
そ
し
て
ロ
デ
リ

ッ
ク
と
友
と
医
師
と
は、
マ
ド
ゥー
リ
ー
ヌ
の
亡
骸
を
棺
に
納

め、
野
を
横
ぎ
り、
川
を
越
し、
墓
穴
へ
と
迎
ん
だ。
が、
ロ

デ
リ
ッ
ク
に
は
妻
が
未
だ
生
き
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
考
へ
が
常

に
頭
に
あ
っ
た。
マ
ド
ゥ
リ
ー
ヌ
が
去
っ
た
後
の
ア
ッ
ツ
ャ
ー

の
館
は
史
に
淋
し
か
っ
た。
そ
し
て
以
前
に
増
し
て
妖
し
い
音

と
影
と
に
満
さ
れ
て
行
っ
た。
そ
れ
が
募
り
黎
つ
て
極
度
に
逹

し
た
と
見
え
た
或
る
嵐
の
夜、
風
の
む
せ
び
泣
き、
稲
妻
の
閃

め
き
の
内
に
ロ
デ
リ
ッ
ク
に
異
常
な
霊
感
と
衝
動
と
精
神
力
と

が
起
っ
た。
棺
柿
は
嫉
れ
て
笠
は
地
上
に
響
き
を
た
て
た。
そ

し
て
そ
の
内
か
ら
マ
ド
ゥ
リ
ー
ヌ
が
白
い
薄
衣
に
包
ま
れ
て
立

ち
上
つ
て
来
た。
，ロ
デ
リ
ッ
ク
は
妻
が
巳
れ
の
傍
へ
崩
れ
る
様

に
歩
い
て
来
る
の
を
見
た。
彼
が
妻
を
抱
い
た
時、
こ
の
ア
ッ

ッ
ャ
ー
の
館
に
は
妖
し
い
火
が
諸
所
か
ら
起
っ
た。
友
人
は
二

人
を
連
れ
て
火
の
中
を
こ
の
館
か
ら
逃
れ
る。
時
に
落
雷、
ア

ッ
ツ
ャ
ー
の
館
の
崩
捩、
後
に
は
燐
光
飛
び
交
ふ
沼
池
の
夜、

そ
の
し
じ
ま
と
不
気
味
と
神
秘
と。（
中
央
映
画
社
輸
入）
ー
|

と
報
じ
て
い
ま
す。'

封
切
当
時
の
批
評
の
一
例
と
し
て、
内
田
岐―――
雄
氏
は
キ
ネ

マ
旬
報
第一―
-

l

i

六
号
（
「
九
ニ
カ
年
四
月I
R
号）
に
I
文
を

載
せ

ー

作
者
ジ
ャ
ン
・
エ
プ
ス
ク
ン
自
ら
銘
打
つ
て
こ
の’
「
ア
ッ
ジ

ャ
ー
家
の
末
裔」
は、
ミ
リ
ュ
ウ
の
映
画
で
あ
る
と
い
ふ。
ま



こ
と、
こ
れ
は、
鋭
い、
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た、
不
純
を
遠
く
去

つ
て
高
嗚
り
す
る、
感
の
肌
界
で
あ
る。
（
中
略）

さ
て
「
ア
ッ
ジ
ャ
ー
家
の
末
裔」
に
於
て
我
々
の
感
得
す
る

所
の
も
の
は、
そ
の
神
秘
と
耽
芙
と
の
ま
ざ
り
合
ふ
妖
し
き
光

り、
響
き、
零
囲
気
の、
結
晶
で
あ
る。
こ
の
ポ
オ
の
物
語
は

い
や、
ポ
オ
の
諸
作
の
融
合
は、
エ
プ
ス
タ
ン
の
災
常
な
感
覚

に
よ
っ
て、
時
に
素
睛
ら
し
い
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て、
視
覚
化
さ

れ
た。
そ
れ
は
在
来
の、
し
き
た
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
映
画
常

識
を
以
て
し
て
は
律
し
得
な
い
も
の
を
奏
で
る。
総
て
は
視
覚

化
さ
れ
る。
文
学
的
表
現
に
よ
る
ポ
オ
の
神
秘
と
耽
美
と
は、

こ
こ
に
於
て
は
全
く
映
画
的
表
現
に
よ
っ
て
隠
き
か
へ
ら
れ

る。
し
か
も
そ
の
も
た
ら
す
妖
し
き
雰
囲
気
は、
こ
れ
は
ま
た

な
ん
と
い
ふ
組
立
て
の
良
さ。
時
と
し
て
我
々
を
打
つ
て、
限

と
す
る
演
出
と
モ
ン
ク
ー
ジ
ュ
と
の
凱
期
的
な
成
功
3

こ
れ
は

未
だ
我
々
に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
異
常
な
力
を
持
つ
て
い
る

映
画
で
あ
る。
が、
進
憾
は、
エ
プ
ス
タ
ン
が、
唯、
そ
の
詩

情
の
燃
え
さ
か
る
儘
に、
映
画
的
ス
ト
ー
リ
ー
を、
視
覚
的
ス

ト
ー
リ
ー
を、
そ
の
皿
癒
の
中
に
打
ち
砕
い
た
に
あ
る。
そ
し

て、
批
紀
末
的
な
美
し
さ
に
滴
ち
て
ゐ
る
事
で
あ
る。
が、
と

ま
れ
新
ら
し
い
仏
脳
西
映
画
の
前
衛
的
な
も
の
と
し
て、
そ
の

異
常
な、
営
て
な
い
鋭
い
感
覚
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
た
も
の
と

し
て、
斯
道
に
志
す
人
々
の
「
見
に
忍、
二
見
に
も
価
す
ろ
映

画
で
あ
る
事
を
私
は
こ
こ
に
断
言
す
る。
ー
—
.

と
評
し
て
い
ま
す。

更
に
海
外
の
批
評
の
I

例
と
し
て、
キ
ネ
マ
句
報
第一―――i
O

号
（一
九
二
九
年
二
月一
日
号）
所
賊
の
槌
谷
茂
I

郎
氏
の
在

パ
リ
通
信
中
に．、
フ
ラ
ン
ス
映
画
界
の
批
評
家
ァ
ノ

ド
レ
・
ラ

ン
グ
氏
の
評
と
し
て

1

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔」
は
最
高
級
の
フ
イ
ル
ム
で
あ
ら
う。

そ
れ
は
浩
然
た
ろ
壱
箇
の
芸
術
品
で
あ
る。
聰
明
に
均
衡
を
得

た
堅
実
な
技
巧
で
以
て、
巧
妙
に
梢
成
せ
ら
れ
た
ー
ー
霊
感
ヘ

奉
仕
の
み
を
事
と
せ
る
ー
ー
ジ
ネ
マ
の
詩
で
あ
る。
私
は、
ジ

ネ
マ
を
侮
股
す
る
知
識
階
級
の
人
々
へ、
彼
等
の
偏
見
を
投
げ

棄
て
て、
と
の
フ
ィ
ル
ム
を
是
非
見
る
事
を
切
望
す
る。
勿
論

私
だ
と
て、・
ボ
オ
ド
レ
ー
ル
や
マ
ラ
ル
メ
の
詩
が
有
つ
メ
ロ
デ

ィ
な
ど
に
到
底
触
れ
得
な
い
従
来
の、
あ
の
稀
薄
な
イ
マ
ー
ジ

ュ
の
戯
れ
を、
肯
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た、
さ
う
し
て

殆
ん
ど
凡
て
の
ジ
ネ
マ
ス
ト
が
今
度
の
エ
プ
ス
タ
ン
の
製
作
の

如
き
企
図
を
試み
た
に
も
係
ら
ず、
彼
等
は
い
つ
も
拙
悪
な
高

慢
な、
も
の
の
み
を
示
し
た。
·

·
然
し
「
ア
ッ
ツ
ャ
ー
家
の
末
裔」＇
は、
そ
れ
等
と
同一
で
は

な
い
ー
ー
そ
れ
は
此
の
フ
ィ
ル
ム
が、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
生

誕
し
た
事
を
想
像
し
能
は
ぬ
程
ー
ー
簡
深
と
均
整
を
有
っ
た
作

品
な
の
で
あ
る＇
—」

(
レ
ザ
ン
ナ
ァ
ル
誌
よ
り）

と
激
賞
し
い
ま
す。

（
引
用
文
す
べ
て
仮
名
づ
か
い
原
文
の
ま
人）

ジ
ャ
ン
・
エ
プ
ス
タ
ン
と«

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔」

（
こ
の
文
及
び
年
表
に
つ
い
て
は、
キ
ネ
マ
旬
報
誌
の
好
意

に
よ
り、
岡
田
真
吉
氏
の
文
か
ら、
一
部
引
用
し
た
も
の
で

す。）フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ネ
アス
ト
と
し
て、
ク
レ
エ
ル
と
共
に
私
の

最
も
畏
敬
す
る
ジ
ャ
ン
・
エ
プ
ス
ク
ン
が
去
る
四
月
二
日、
巴

里
の
自
宅
で
死
去
し
た。
享
年
五
七
オ、
晩
年
甚
だ
ふ
る
わ

ず、
ま
だ
老
衰
す
る
年
で
も
な
い
の
に
突
然
死
を
伝
え
ら
れ、

感
慨
無
最
で
あ
る。

工
プ
ス
ク
ン
は一
八
九
七
年――一
月、
ボ
ー
ラ
ン
ド
に
生
れ
た

が、
生
粋
の
フ
ラ
ン
ス
人
で、
は
じ
め
詩
人
と
し
て
立
ち、
文

笹
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た。
映
圃
界
に
入
っ
た
の
は、

三一
年

ジ
ャ
ン
・
プ
ノ
ア
・
レ
ヴ
ィ
と
陥
力
し
て
つ
く
ら
れ
た
伝
記
映

画
「バ
ス
ト
ゥ
ル
」
を
監
督
し
た
と
き
に
は
じ
ま
る。

「
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔」
は
お
そ
ら
く、
彼
の
無
声
映
画
中

最
高
の
傑
作
と
言
っ
て
よ
く、
高
速
度
撮
影、
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー

カ
ス
な
ど
の
映
画
技
術
を
巧
み
に
使
っ
て、
原
作
者
ア
ラ
ン
・

ポ
オ
の
幽
玄
な
批
界
を
実
に
見
事
に
視
覚
化
し
得
て
い
た。
そ

の
新
鮮
な
映
画
感
覚
は
こ
の
劇
映
画
を
ア
ヴ
ァ
ン
・
ガ
ル
ド
映

画
の
一
っ
と
せ
し
め
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る。
彼
の
所
謂
フ
ォ

ト
ジ
ェ
ニ
イ
騨
論
が
こ
こ
に
完
全
に
具
現
さ
れ
た。
フ
ラ
ン
ス

の
無
声
映
伽
史
上、
不
朽
の
作
品
の
―
つ
で、
こ
の
映
画
一
本

で、
私
は
エ
プ
ス
タ
ン
の
ジ
ネ
ア
ス
ト
と
し
て
の
オ
能
を
高
く

買
う
も
の
で
あ
る。

監
督
と
し
て
の
仕
事
の
他
に、
映
両
岬
論
の
祖
述
者
と
し
て

の
工。フ
人
タ
ン
の
業
納
が
あ
る。
或
い
は
こ
の
方
面
の
仕
事
の

方
が
よ
り
重
大
視
す
べ
き
位
か
も
分
ら
な
い。
彼
の
映
画
珊
論

の
中
心
は
所
謂
フ
ォ
ト、ジ
ェ
―ー
イ
説
で
あ
る。
ル
イ
・
デ
リ
ュ

ッ
ク
の
創
造
し
た
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
イ
と
い
う
言
如杏
に
「
映
画
的

再
造
に
よ
り
そ
の
心
的
価
値
を
増
大
す
る
色
々
な
事
物、
生

物、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
姿
の
持
つ
て
い
る
I

つ
の
能
力」
と
い

う
定
義
を
与
え
て、
は
じ
め
て
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
の
は
彼

で
あ
G。
こ
の
フ
ォ
ト
ジ
ェ
―ー
イ
説
は、
無
声
映
画
の
卿
論
と

し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
が、
ト
オ
キ
ィ
以
後
も、
フ
ラ
ン
ス

映
画
の
性
格
を
説
明
す
G
有
力
な
因
子
の
I

つ
で
あ
り、
殊
に

戦
後
荒
出
し
た
プ
レ
ッ
ソ
ン、
ク
レ
マ
ン、
ク
ウ
ル
ゾ
ォ
な
ど

の
新
人
た
ち
も
大
き
な
関
心
を
払
つ
て
い
る
ら
し
い。

i

ン
ヤ
ン
・
エ
プ
ス
タ
ン
監
督
作
品

（
括
弧
内
製
作
年
代）

「パ
ス
ト
ゥ
ル
」
（一
九一
三）

「
赤
い
宿
屋」
（一
九
二
二）

「
ま
ご
こ
ろ」
(-
九
三―-）

「
美
し
き
ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
イ
ズ
号」‘
（一
丸―――-）
．

「
不
実
な
山」
（
「
九
二
四）

「
蒙
古
の
獅
子」
（一
九
二
五）

「
貼
札」
（一
九
二
五）

「
二
重
の
愛」
（一
九
二
六）

「
ロ
ベ
エ
ル
・
マ
ケ
エ
ル
の
昌
険」
（一
九
二
六）

「エ
ト
ナ
山
上
映
画
を
想
う

(-
九
二
六）

」

「
モ
オ
プ
ラ
ア
」
（
「
九
二
七）

「
6
}、ぃ
X
11」
（
一
九
二
七）

「
ア
ッ
ツ
ジ
ャ
ー
家
の
末
裔」
（一
九
二
八）

「
三
面
鏡」
（一
九
二
八）

「
彼
の
頭」
（一
九
二
九）

「
地
の
果
て」
（一
九
二
九）

「
モ
オ
ル
・
ヴ
ラ
ン」
（一
九――-
0)

「
装
え
る
夜」
(

I

九―――――-）

「
リ
バ
ン
の
女
城
主」
（「
九＿―-
四）

「
海
の
黄
金」
（「
九―――
四）

「
ア
ル
モ
オ
ル
の
歌」
（一
九―――
五）

祠
浪
人
の
心」
(-
九――一
六）

屈
の
果
て
の
女」
（「
九一
デ八）

「
機
械
の
知
性」
（「
九
阻
六）

「
ク
ン
ベ
ス
テ
ー
ル
」
(-
九
四
六）

「
悪
腐
の
ジ
ネ
マ
」
（一
九
四
七）

「
海
の
火」
（一
九
四
七）

l
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7
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
末
裔」
は、
七
月
中

毎
過
水
耀
日
（一
、
八、
一
五、
二
I

!、
二
九
日）
に一
回

上
映
し
ま
す。


